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須坂アパレル工房の家



現状分析

須坂市の蔵の町並み 旧越家住宅

道に対して開いている 道に対して閉鎖的

かつて行っていた商いを復活させ、 町並みや通り、 景観を再生していく



古着、 廃棄する衣服 新しくリメイク、 販売する

提案

アパレル工房 アパレル店舗 カフェ
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旧越家の魅力

ふすま 障子 ガラス戸

奥座敷 座敷 中の間

昔の生活の様子が色濃く残る座敷

様々な空間を仕切る建具



再生前平面図
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座敷庭

土蔵
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座敷 中の間奥座敷

縁側に生活空間

としての機能を持たせる

増築により、 北側の庭を

地域に開いていく

減築により歩行空間を

確保する



再生後平面図

　　通りに開いていく

　　店舗兼カフェ空間

公と私空間に開く

 アパレル工房

活動がにじみ出る

 作業場を囲む私的空間

　お互いの生活を感じる

　縁側空間
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　店舗兼カフェスペース

１アパレル工房作業場

再生後の様子

アパレル店舗兼カフェ
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作業場を囲む私的空間

生活を繋ぐ縁側空間

再生後の様子
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再
生
前

再
生
後

立面 （外観） 計画

町並み、 通りの再生のため

外に開くように外観を計画。

既存のガラス戸を用いながら道に

対して中の様子や雰囲気を見せる。

既存の門 ガラス戸

ガラス窓下屋



ご清聴ありがとうございました


